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 日本の紅（あか）をつくる町推進拠点施設の、安全祈願祭並びに全面オープン記念式典が、８月５日に開

催されました。白鷹町や十王地区の関係者約６０名が出席し、施設の安全を祈願しオープンを祝いました。 

 よつばこども園の年長さんが「しらたかべにばなものがたり べにばなふしぎ」の絵本の朗読と、シラタ

カレッドダンスを披露、式典に華を添えてくれました。 

愛称は公募の中から、田中ゑつ子さん（７町内）の「山峡紅の里」に決定し、佐藤町長より感謝状と記念

品が贈られました。 

紅花関連の資料展示室や加工場の機能も備え、大人数で紅花染め体験ができる施設として今後交流人口の

増加が期待されます。８月中は「紅花先染め振袖」の特別展示を行っていますので、ぜひご覧ください。 

日本の紅（あか）をつくる町推進拠点施設の、安全祈願祭並びに全面オープン記念式典が、８月５日に

開催されました。白鷹町や十王地区の関係者約６０名が出席し、施設の安全を祈願しオープンを祝いました。

式典では、十王区に対し、十王小学校閉校以来地区住民が一丸となり地域の拠点施設の在り方について

議論し、施設整備の推進に貢献したとして感謝状が贈られました。また、愛称は公募の中から、田中ゑつ

子さん（７町内）の「山峡紅の里」に決定し、佐藤町長より感謝状と記念品が贈られました。

よつばこども園の年長さんが「しらたかべにばなものがたり　べにばなふしぎ」の絵本の朗読と、シラ

タカレッドダンスを披露、式典に華を添えてくれました。

紅花関連の資料展示室や加工場の機能も備え、大人数で紅花染め体験ができる施設として今後交流人口

の増加が期待されます。８月中は「紅花先染め振袖」の特別展示を行っていますので、ぜひご覧ください。
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催
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６
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２
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地区だより ３ 

上野地区子ども会夏季事業 

「英語でチャレンジ＆流しそうめん、ＢＢＱ大会」       

７月 29日、台風も過ぎ去り当日は晴天。上野子供育成会事業の 

スタートです。第一部のワークショップは、同町内のはなまる塾の 

先生小林加代さんと白鷹町の英語指導助手（ＡＬＴ）のアニーとグ 

ラディスと一緒に英会話に挑戦です。 

「Do you like baseball？」（あなたは野球が好き？）と聞かれ

た藤守蒼汰君は大きな声で「Yes!」と答えていました。英語でじゃ 

んけんをしたり、自然と会話している子どもたちの表情はバイタリ 

ティに溢れていました。 

第二部のワークショップは、本物の竹を使って流しそうめん用の 

器を作ることにチャレンジです。「竹を横に切ると器になるんだね」 

「中には薄皮があるんだね」と初めての体験に興味津々の子どもた 

ち。切り口にやすりをかけてつるつるにしてから、きれいに洗って 

完成！いよいよ流しそうめんの開始です。そうめんをすくえず苦戦している子どもたちに「箸を縦にしてそ

うめんをストップさせて急いで器に移すんだよ」とアドバイスする親たち。微笑ましい光景とともに、とて

も涼しげで暑さを少しだけ忘れさせてくれる時間でした。豊かな自然の中で地域の友達や親と一緒に楽しん

だこの日は、夏の良い思い出になったことと思います。             ２町内 田宮 瑞穂  
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ボ
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伐
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「英語でチャレンジ＆流しそうめん、ＢＢＱ大会」
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お申し込み・お問合わせは 

十王地区コミュニティセンター ℡８５-２１０２ 

これからの予定 

８月１７日（金）町内長会議 

８月２４日（金）レク大会競技説明会 

８月３１日（金）青年の集まりの会総会 

９月 １日（土）健康づくり推進員子ども料理教室 

９月 ２日（日）防災訓練 

９月 ７日（金）駅伝結団式 

９月 ９日（日）第４７回レクリエーション大会 

敬老会のご案内 
日 時 ９月２７日（木曜日） 

    午前１１時より 

場 所 パレス松風 

会 費 １，０００円 

敬老者（数え年で７５歳以上）の皆様に

は後日、改めてご案内いたします。 

防災訓練を行います 
日 時 ９月２日（日） 午前１０時より 

場 所 山峡の里交流広場 

対 象 ６町内の皆さん  

※消防車両がサイレンを吹鳴する場合が 

あります。 

駅伝の練習が始まります 
９月１２日（水）から町駅伝大会に向けて夜間、

道路上での練習が始まります。安全のためラン

ナーは反射材を身に付け、スタッフが徐行運転

をしながら走行しますのでご理解とご協力をお

願い致します。 

時間 午前８時２０分  
場所 山峡グラウンド（雨天時体育館） 

【プログラム】 

①鈴割ってまり入れろ  

②よつばこども園お遊戯 

③園児ん全開（園児親子笑がい物） 

④一網多人（綱引き予選） 

⑤五輪ピック（シニア） 

⑥かしてくださいかしますよ 

（小中学生借り物競走） 

⑦一網多人（３位決定戦、決勝） 

⑧防火シーソー 

    

山峡紅の里の使用について 

ご使用の際は、事前予約をお願いします。 

土日祝日、夜間等、職員不在時に施設をご使用にな

る場合は、在室時に予め鍵を借り、使用後は消灯、施

錠等を確認した後、玄関左側の返却口へ鍵を入れて返

却くださるようお願いします。 

使用料・冷暖房料については予約時にお知らせ致し

ます。電話 0238-85-2102 Fax0238-85-2122 

白鷹駐在所からのお知らせ 

～夏場はぼんやり運転による事故が多発！！～ 

7月 23日、上山市狸森地内の国道 348号で高

齢の男性ドライバー（81 歳）運転の普通自動車

がセンターラインを越えて路外逸脱し、同乗者

の妻とともに 2 名が亡くなる交通事故が発生し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

ぼんやり運転は 7月から 8月が最多で 13時から

14時に多発しています。ぼんやり運転を防ぐた

めに以下のことに気をつけましょう。 

○前をよく見て運転！前をよく見ていれば、多

くの交通事故は防ぐことができます。 

○眠くなったらすぐ休眠！眠気を我慢した無理

な運転は、重大事故に繋がります。休憩をとり

集中力を保って運転しましょう。 

ぼんやり運転による 

車両単独事故の月別発

生状況（Ｈ25～Ｈ29） 

1月～2月   26件 

3月～4月   79件 

5月～6月  133件 

7月～8月  177件 

9月～10月 111件 

11月～12月 68件 

敬老会のご案内

駅伝の練習が始まります

防災訓練を行います

山峡紅の里の使用について
　ご使用の際は、事前予約をお願いします。

　土日祝日、夜間等、職員不在時に施設をご使用に

なる場合は、在室時に予め鍵を借り、使用後は消灯、

施錠等を確認した後、玄関左側の返却口へ鍵を入れ

て返却くださるようお願いします。

　使用料・冷暖房料については予約時にお知らせ致

します。電話 0238-85-2102　Fax0238-85-2122


